
１　開催日時 令和5年8月15日(日)

２　開催場所 京都市武道センター

３　参加人数 107名（社会人３、大学生44、高校生6、中学生35、小学生19）、指導者14

４　役員 女性柔道振興委員会　５名　　柔道連盟男性役員９名

５　講師等

６　内容

７　参加者の感想

８　相乗効果

COMEBACK女子柔道プロジェクト　「BACKUP女子柔道KYOTO」

事業実施報告

　女性柔道振興委員会の進行により、

　年齢別に練習場所を指定後、各指導者が得意技や質問に対する指導を実施

　　・各講師の紹介

　　・体操

　　・技の説明

　　　内股、大外刈、三角絞

　　・組み方について

　　・質問事項

　　　　　相四つの相手に奥襟を捕まれたときの対処法

　　　　　試合をする時のプレッシャーに打ち勝つ方法

　　　　　先生に怒られたときどの様にして頑張りましたか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                     　, etc．

　　・女性柔道振興委員会からのメッセージ

      　　女子柔道進行委員会から小学生、中学生、高校生、大学生及び指導者

　　　保護者へ向けた女性目線でのメッセージを発信

　　・集合写真撮影

　トップ選手からわかりやすく技の説明をしてもらい大変ためになった。他の

人にも教えて共有したい。

　小学生からは、久しぶりに友達と会えたり、講師の先生と楽しく技術を教え

てもらい嬉しかった。

　わかりやすく、組み手や技の説明をしていただき理解しやすかった。生理な

どの話が聞けてよかった。

　今後もこの様な機会があれば嬉しいし、参加したい。

等の感想が寄せられた。

　女性を主体となって事業の推進に当たったことから、事業計画段階から男性

役員との連絡調整や話し合いにより、男性との交流の場も増えるとともに、女

性ならではの要望も伝えられ柔道連盟の一員としての自覚と活躍の場が広が

り、やりがいが生まれた。また、女性ならではの意見を発信することができ、

女性の柔道への定着、拡大を目指すことができた。

松岡 義之　（小松製作所）

宇高 菜絵　（ブイ・テクノロジー）

髙市 未来　（小松製作所）

梅木 真美　（綜合警備保障）
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